
創作ワークショップ「夏休みの思い出　飛び出す絵日記をつくろう」

しかけのつくりかた 1

ひらくとたつしかけ

①絵をかいて、半分にたたんで折りくせをつける。

1センチ幅くらいののりしろを描いた絵のしたにかく。

（のりしろがないとたたないので、

あんまり紙のはしっこに絵を描かないように！）

ぜんぶ描けたらきりぬく。

←真ん中でたたんで折りくせをつける

←描いた絵のしたにのりしろをつくる

②台紙の折りくせと、描いた絵につけた折りくせを

あわせて、ななめになるようにはる。

ポイント

折り線がななめに

なるようにはる

まっすぐのりづけすると

たたない

★のりしろをつくるのをわすれないで！　のりしろの線はじょうぎと

　インクの出なくなったボールペンかカッターの切れない方でなぞって折りくせをつけると、

　仕上がりがきれいになります。

★しっぱいするのが心配なひとは、すべてのパーツができあがってからのりづけしよう。

　（どこに何をはりたいか、別の紙に描きながら考えよう）



創作ワークショップ「夏休みの思い出　飛び出す絵日記をつくろう」

しかけのつくりかた2

はこがたのしかけ

アレンジ

↑のりしろをつくる↑

①おなじ高さ・長さのしかくをふたつかく。

ひとつのしかくにだけ、

下と左右にのりしろもかいておく。

きりぬいて、半分に折って折りくせをつける。

←真ん中で折りくせをつける

②ふたつのしかくをはりあわせる。 ③台紙の折りくせと、描いた絵につけた折りくせを

あわせて、ななめになるようにはる。

「ひらくとたつしかけ」をはこのなかで

はりつけると、びっくりばこのようになるよ。

コの字型ののりしろをつくって、

描いた絵の裏に貼る。

はこにものりづけすれば、

とびだすしかけができる。


